
「北九州市特別支援教育推進プラン」案の概要

特別支援教育の対象となる
児童生徒数の増加に伴う施
設・設備等の整備

特別支援教育に係る国内外
の動向等を踏まえた施策の
充実

教員の専門性の向上

多面的な指導・支援の充実

など

課題

アンケート調査の実施
【企業】

・企業への情報発信の在り方 など

【特別支援教育コーディネーター】
・校内支援体制の充実・強化

・教員の研修内容の充実 など

【保護者】
・相談窓口の明確化
・教員の専門性の向上
・施設・設備の整備 など

「北九州市特別支援教育の在り
方検討会議」
・関係機関同士の連携強化
・早期支援の充実
・障害者理解の促進 など

市民等のニーズ・期待

「５つの視点」及びそれらを踏まえた取組内容
目指す方向性

・
平
成
29
年
度
か
ら
概
ね
10
年
後
を
見
据
え
た
特
別
支
援
教
育
の
方
向
性
を
示
す
。

・
課
題
等
を
改
善
し
て
い
く
た
め
の
プ
ラ
ン
を
策
定
。

・
「
北
九
州
市
子
ど
も
の
未
来
を
ひ
ら
く
教
育
プ
ラ
ン
」
で
示
し
た
方
向
性
や
目
標
を
よ
り
具
体
化
。

【
プ
ラ
ン
の
位
置
付
け
、
趣
旨
及
び
期
間
】

１． 一人一人に着目した連続性のある指導・支援の充実

合理的配慮の実践の蓄積
子どもが得意なことを生かす教育
特別支援学校における読書活動の促進
文化・芸術、スポーツ等に接する機会の確保
就労支援の充実、福祉等との連携
作業学習プログラムの充実 など

本人・保護者の同意に基づいた検査内容や相談内容の
共有
分かりやすい相談窓口の提示
就学先決定の仕組み等に関する情報提供の充実 など

２． 相談支援体制の整備

教職員全体の理解促進（「チーム学校」の観点）
各種研修に様々な人材が参加できる体制づくり
地域の教育資源の組合せによる多面的な支援の充実
就学前期の指導・支援の充実 など

３． 教員の専門性の向上、外部人材等の活用

施設・設備面の整備
ＩＣＴ機器等の時代に応じた教育環境の整備
特別支援学校の再編整備（西部地域を含む。） など

５． 施設・設備面の整備

人権意識の向上
子どもたちの頑張る姿を社会にＰＲする機会の確保
市民との協働による教材・教具の作成 など

４． 障害者理解の促進
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